






















第 1 章では、第 1 節で技術組織研究の流れや諸概念、研究方法、事例研究を概観し、第 2 節で
は、それを踏まえ技術組織の個別事例として石器のライフヒストリーの分析を研究の枠組みと
することを示した。 
第 2 章では、分析対象資料である杉久保石器群について説明した。第 1 節では、研究史や課
題ごとの先行研究を概観して杉久保石器群をめぐる研究課題を提示した。第 2 節では、主要な
分析対象資料である、新潟県上ノ平・吉ヶ沢遺跡、下モ原Ⅰ遺跡、居尻 A 遺跡、しぐね遺跡出
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を設定し、新潟県上ノ平遺跡 A地点、同 C地点、吉ヶ沢遺跡 B地点、下モ原Ⅰ遺跡、居尻 A遺跡、し
ぐね遺跡について、概要と立地、層序、出土石器群を説明する。第３章では、石器群の石材獲得につ
いて、新潟県北部の踏査に基づく成果と、珪質頁岩地帯の石材環境を考察する。第４章では、石器製
作技術について、石刃などの素材と調整加工に着目して技術構造を分析し、ナイフ形石器と彫刻刀の
維持・管理や運搬行動を考察する。第５章では、高倍率顕微鏡による石器使用痕分析の方法を杉久保
石器群と有樋尖頭器石器群に適用し、各器種の機能を実証的に解明する。石器のライフヒストリー論、
微小光沢面の属性分析、遺跡間接合資料の分析、多段階表面変化、衝撃剥離痕などを総合的に捉え、
機能構造を明らかにする。第６章では、以上の分析結果を踏まえて、杉久保石器群の技術組織の様相
を復元し、居住様式、移動パターン、集団関係の考察に及ぶ。石材の随時補給、石刃石核の運搬、彫
刻刀の携帯と刃部再生、石材備蓄、ロジスティック的移動戦略など、一部仮説的考察を含むものの、
人間集団の技術組織を全体的に復元する。終章では、本研究を総括し、今後の課題を展望する。 
本論文は、新潟県域を中心に杉久保石器群の技術組織を、石材獲得、製作技術、機能、維持と消費、
廃棄の各要素の復元と、それらの相互関係を通じて総合的に解明したものである。実験考古学の手法
に立脚した、出土石器の痕跡学的な機能分析は非常に着実であり、十分な説得力を持つ。人間集団の
技術的適応戦略と、生業経済や居住様式との関連についても、多くの示唆に富む。本論文における、
石材補給から各遺跡での人間行動、また地域間の移動に至る分析は、今後の旧石器研究の具体的指針
になりうる事例と評価でき、斯学の発展に寄与するところ大なるものがある。よって、本論文の提出
者は、博士（文学）の学位を授与されるに十分な資格を有するものと認められる。 
